
ワークショップ「カードゲームで楽しみながら SDGs の本質を理解する」に参加しま

した。 

 

5 月 24 日（木）、Social Profit 様主催のワークショップ「カードゲームで楽しみながら SDGs

の本質を理解する」に参加しました。 

☆みなさんは SDGs って何か知ってますか？ 

SDGs（エス・ディー・ジーズ）とは、Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）

の略称です。2015 年 9 月の国連サミットで採択され、国連加盟 193 か国が 2016 年～2030 年の 15

年間で達成するための目標－17 の大きな目標と、それらを達成するための具体的な 169 のターゲ

ット―を掲げています。  

 

 

 

 2030 年までにこれらの目標を達成して世界をよくしていこう！という感じみたいですね。 



☆☆SDGs について詳しく知りたい方はこちら☆☆ 

https://imacocollabo.or.jp/about-sdgs/ 

 

 この SDGs という概念がこれからの世界にとって重要になってくるようです。とはいえ、なぜこ

れからの世界にとって SDGs が大切なのか、SDGs を達成するために私たち一人ひとりは何をすれ

ばいいのか、よくわかりませんよね。私自身もワークショップに参加するまで、SDGs についてぼ

んやりとしか理解していませんでした。 

 今回参加したワークショップでは、2030SDGs カードゲームを通して、SDGs に関する理解を深

めることができました！ 

 

☆2030SDGs カードゲーム楽しかったよ！ 

  

2030SDGs カードゲームは、「SDGs の 17 の目標を達成するために現在から 2030 年までの道の

りを体験するゲーム」です。1 人が 1 つの国としてゲームに参加しました。 

 ルールは簡単です。 

「プロジェクトを実行し、対価を集め、個人目標を達成せよ！でも世界の状況メーターのバランス

も気にしてね！」 

まず 1 人 1 人に、大いなる富、悠々自適、貧困撲滅の聖者、環境保護の闘士、人間賛歌の伝道師な

https://imacocollabo.or.jp/about-sdgs/


どの目標が与えられます。実際の世界にも、お金を重視する人、時間を重視する人、貧困をなくし

たい人、環境をよくしたい人、人間関係を重視する人など、異なる価値観の人々が暮らしています。

プレイヤーもそれぞれ異なる個人目標（異なる価値観）を持ってゲームに参加します。 

  

個人目標を達成するために、お金と時間を使って様々なプロジェクトカードを実行し、ゴールに必

要な対価（お金、時間、意思のカード、プロジェクトカード）を集めなければなりません。 

←プロジェクトカード。お金と時間を使って実行すると対価がもらえる。 

プロジェクトを実行すると、世界の状況が良くなったり悪くなったりします。 

 ←世界の状況メーター。 



前ページ下の「交通インフラの整備」を実行すると、お金や時間や意思のカードなどの対価をも

らえると同時に、世界の状況メーターは経済（青）が１増えて環境（緑）が 1 減ってしまいます。

経済は少し良くなるが環境は少し悪くなってしまうということですね。 

 

☆☆2030SDGs カードゲームについて詳しく知りたい方はこちら☆☆ 

https://imacocollabo.or.jp/games/2030sdgs/ 

 

☆感想―おもしろかったよ！ 

 私たちは前半、とりあえず個人目標を達成すべく活動していましたが、その結果世界の状況メー

ターのバランスがかなり悪くなってしまいました。経済（青）だけ発展し、環境（緑）と社会（黄）

は低くなってしまったのです。目標は 6 人中 3 人が達成しましたが、目標を達成しても世界の状況

が悪くては、「豊かな世界に住んでいる」とはいえません。 

 この結果を受けて後半はみんなで協力して、環境や社会に良い影響を与えるプロジェクトを実行

すべく、資源を分け合いました。ゲームではプレイヤー間の交渉は基本自由なので、時間やお金を

多く持つ人が足りないひとに分け与えたりできます。協力した結果、最後には全員の個人目標を達

成するのみならず、世界の状況メーターのバランスも良くすることができました！ 

 



 

このカードゲームを通してわかったのは、「世界はつながっており、私も起点である」というこ

とです。 

普段の生活では、自分と世界のつながりを実感することってあまりないですよね。しかし今回のカ

ードゲームでは、自分が実行したプロジェクトが世界にどのような影響を与えるかが世界の状況メ

ーターという形で「見える化」されています。個人的な利益だけを考えてプロジェクトを実行すれ

ば、世界の状況メーターに偏りが生じてしまいますが、みんなで協力してプロジェクトを実行する

ことで世界の状況メーターのバランスをよくすることも可能です。このように私たちは自分の選択

や行動 1 つで、世界を悪くすることもできれば世界をよくすることもできるわけです。まさに「世

界はつながっており、私も起点」なのですね。 

 

とても有意義な時間を過ごすことができました！ファシリテーターの森本様、参加者のみなさん、

ありがとうございました！ 

 

参考 イマココラボ様 HP ttps://imacocollabo.or.jp/ 


